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  第 11 節 沿岸刺網漁業 

1  沿岸刺網の概要 

 享保年間（1716～1736）に行われた「享保の内検」の際の調査には，刺網と考えられるものに， 

『立網132帖，かし網110帖。えび網265帖』との表記がある。これが刺網のことと考えられ，古くから 

盛んであったことが伺える。1883（明16）年に鹿児島県作成の漁具図1)には「脇本浦の放下網紅蝦を捕 

る立網の一種なり」との説明があり，「かしあみ」（放下網・ほかしの訳）とも言うとし，通称紅蝦網 

と言われていた。現在のいせえび網である。このほか山川宮之瀬の紅蝦網の説明もある。1908（明 41） 

年の水産試験場発行の漁業報告 2)および漁獲調査統計によるといわし刺網が県内一円にあり，特に 

1906（明 39）年には148統あり，132,000㌧の内50%近くを曽於郡で上げている。刺網は麻網，綿網， 

ナイロン網と，時代により網地が変わる一方，構造も一枚網から三枚網，または三重網と変わってき 

た。沖合瀬魚漁業，とびうお漁業，かじき漁業やきびなご漁業で述べられた刺網を除くその他の主要 

な刺網は次の通りであるが，ここではこのうちクルマエビ，イセエビ，ヒラメの刺網について述べる。 

   最近の本県における刺網の概要 3) 

 

 

 

 

 

 

 

  ［漁業制度との関連］ 

 共同漁業権の内容に基づいて漁業を営む以外で刺網漁業を営む場合，鹿児島県漁業調整規則第7条 

の許可を受けなければならない。その許可数の推移は表1の通りであるが，漁業種類の消滅は，同規 

則の改正で漁業種類の統括，新漁業の追加が行われたためである。 

  表1．刺網漁業許可数の推移 
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県水産要覧等を参考に作成   

2．くるまえび刺網 

 1） 沿 革 

 くるまえび刺網は本県では不知火海独特のもので，従来クルマエビは打瀬網で獲られてきたが，昭 

和 30年代（1955-1964）から桁打瀬網への改良などが起こる一方，打瀬網から刺網への転換を図る者 

が多く，1983（昭 58）年には許可統数は107統におよんだ。創業当初の漁具は漁業者の手製が多かっ 
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たが，現在では網漁具会社による規格品が多く，1反あたり5,800円程度で製造販売されている。 

   漁業制度上 県漁業調整規則 第 7条による許可 漁場の禁止区域（自主規制）あり 

   漁具構造上 流刺網 現地における漁具名 刺網 

 1965（昭 40）年にその他流網として93統が許可されている。出水市漁協，東町漁協などである。 

昭和20年代後半（1950～1955），当初一枚網の綿網に投げ網のように裾をからげて流す刺網が普及し 

てきた。やがてナイロン網の普及，三重網への改良が加えられ，クルマエビの大方はこの刺網で漁獲 

されるようになった。 

 2） 漁業技術の発達 

 1反の長さ20ｍ，高さ0.9ｍの帯状の形状で三重の構造をなし，中網，両外網からなり，中網は目 

合が小さく，外網はエビが入る大きい目合とし，入ったエビを絡めてとる趣向の網である。最近は沈 

子を使用せず，鉛入りのクレポリを使用して取り扱いの便宜に供している。2組の網を用意し，2カ 

所に分けて投網する。 

 （1） 漁具の構造 

   ① 漁具の構成 

    ア．エビ網1反の構成は次の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1．クルマエビ刺網網地配置図 

    イ．網地（その1） 

       名称    材質   太さ   目合   掛目   仕立上りの長さ 

       身網（イ）ナイロン110Ｄ2本   8節   33目掛  長さ 20ｍ，高さ0.9ｍ 

       外網（ロ）ナイロン210Ｄ4本   13cm   5目掛 

    ウ．網地（その2） 

       名称    材質   太さ   目合   掛目   仕立上りの長さ 

       身網（イ）ナイロン210Ｄ1本   8節   33目掛 

       外網（ロ）ナイロン210Ｄ4本   15㎝   4.5目掛 

    エ．綱 類 

      名称     材質      太さ   長さ    使用数 

      浮子綱（二） ポリエチレン  90本   30ｍ    1本 

      沈子方綱（へ）鉛入クレポリ  39本   36ｍ    1本 

      目通し糸   ポリエチレン  15本   36ｍ    2本 
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    オ．浮子 

       名称    材質    太さ    使用個数 

       浮子（ハ）合成浮子  7cm×1.7cm   39個 

    カ．沈子（ホ）  鉛入りロープを使用するので必要なし 

    キ．その他 

         受縄（チ）  クレポリ 水深＋8ｍ 

         浮標（ト） 

   ② 漁具の仕立て 

    ア．網地の仕立て 

 身網を中央に外網 2枚を合わせ三重網に仕立てる。33目掛 8節ナイロン網地50ｍの身網と，5目掛 

13㎝目のナイロン網地50ｍの外網2枚を，浮子綱20ｍ（締結0.600）沈子綱24ｍ（締結0.520）に仕立 

てあげる。 

    イ．浮子方の仕立て 

 50cm間隔に浮子をつけ仕立てる。 

 （2） 漁 船 

 2㌧，55馬力程度の小型漁船を使用する。 

 （3） 漁 法 

 通常60反を使用する。30反ずつ2力所に分けて投網する。午後3時ごろ出港し，夜間操業となる。 

クルマエビが夜間砂から這い出して餌を探し活動しているときを狙って操業する。投網方向は潮流に 

平行して行う。揚網は朝方にかけて行い，操業は1回である。高級なエビ類は活魚として船上におい 

て選別処置される。創業のころは20反使用していたが，現在60反を使用するようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （4） 漁期と漁獲物 

 エビ類の月別水揚げは表3の通り。 

 4～9月が漁期となるが，盛漁期は5～7月である。漁場が砂地の20ｍ前後で，その成育場となる 

ことから推定できる。1995（平 7）年度の刺網での生産量の割合を示すと図3の通りである。漁獲物 

の 75%はクルマエビで，クマエビなどの種類は少ない。ほとんどが活魚として漁協に出荷される。 

 

 （5） 漁場と特性 

 夜間活発に泳ぎ回るクルマエビを対象にし，かつ砂地に潜る性質があるので，砂質を中心とした 

20ｍ以深を漁場とする。桂島西方では30ｍの深さでも行われる。 

図2．操業図          図 3．刺網で漁獲される魚種の割合 
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 3） 漁業の問題点と課題 

 出水市沖合のクルマエビ等の漁場は，肥後ら 4）によって底質とエビ類の分布が明らかになった。こ 

の海域にいるクルマエビ，クマエビ，およびキエビはその種類ごとに棲み分けをしている。従って漁 

法も旧来の打瀬網一辺倒から脱却して，刺網，キエビ網が生まれている。このことは季節風を利用す 

る打瀬網の漁場がクマエビの主漁場から出水市沿岸よりの砂質のクルマエビ漁場への拡大を意味して 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる。最近のエビ類の年次別変動の安定的推移に寄与していると思われる。一方この海域のエビ類の 

出現は10科 26種 5）に及び，エビ類の宝庫である。 

図4．出水市沖合の海底状況とエビの関係 

出水市漁協資料 

表2．出水市漁協エビ類水揚げの年次別推移              （単位：㎏，千円）
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 これらの漁場は内湾で，周辺の環境変化によって変動が起こりやすいので，十分な監視と対応が要 

請される。 

  表 3．出水市漁協くるまえび刺網1995（平 7）年水揚げ表 

  生産量                                  単位：㎏ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．イセエビ網（通称磯建網） 

 1） 沿 革 

 イセエビは古来「えっがね」と呼んで，珍重されてきた。漁法は古くから存在し，1883（明 16）年 

の水産博覧会出品の記録には，あかえび網，または網の放下が似ているところから「放下し網」「ほ 

水揚高                                 単位：千円

出水市漁協資料より 
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かしあみ」「かしあみ」と縮まってきたと説明されている。簡単な網で「アカエビ」やあらゆる瀬魚 

が捕れ，沿海農漁家のほとんどが持ち，「新調の大網一円五十銭，小網一円甚だ軽便と云うべし」と 

ある通り，非常に普及していたことがわかる。昭和20年代（1945～1954年）は一枚網の綿糸6本， 

13㎝の網目，高さ90㎝の漁具，50反前後を使用し，資源保護についても厳しかった。昭和40年代 

（1965～'74）アミラン網の開発，三重網の普及により漁具の効率化が進み，資源は乱獲の兆しが見え 

始めた。 

 2） 漁業技術の発達 

 （1） 発達の経緯 

   ① 戦後綿網からナイロン網へ漁具資材が開発され，この漁業は進歩した。 

   ② 漁具の構造も一重から三重網へ改良され，絡み具合が一層良くなった。 

 （2） 漁具の構成 

   ① 佐多岬のいせえび網の例 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 最近の漁具 

    ア．かいえい漁協のいせえび網の例 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図 6．かいえい漁協いせえび網の配置，操業図 

 

    イ．網地の仕様 

 

 

 

 

図5．網地の配置図〔1反分〕 

1953（昭 28）年ごろは一枚網，綿網であった 
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    ウ．綱 類 

      浮子綱（二）クレモナ， 沈子綱（へ）クレモナ 

    エ．浮子（ハ）合成浮子 ④ 沈子（ホ）鉛 ⑤ 浮標（ト） 受納（チ） 

 （3） 漁 法 

 日没前漁場に着くと岩礁地帯に直ちに放下する。夜間イセエビが活動するような場所を横切って網 

目に絡むよう，幾筋に分けて投網することもある。使用反数50反。早朝揚網する。 

 （4） 漁 期 周年（禁漁期を除く） 

 （5） 漁 場 

 鹿児島県沿岸3～30ｍの岩礁地帯。黒潮をはさんで本土沿岸は本土沿岸系イセエビ，南方の漁場は 

熱帯系の南方イセエビであるので，漁具は本土系イセエビのほとんどが磯建網（刺網），南方系のイ 

セエビは潜水漁業による手掴み，または鉄製鋏の利用による。 

 （6） 漁獲物 イセエビ 瀬魚 

  3）漁業の問題点と課題 

 （1） 本県のイセエビの漁獲構成 

 本県産イセエビの漁獲構成で他県と大きく異なることは，本土産のイセエビと南方系のイセエビが 

混在しながら漁場を棲み分けていることである。1980年以前では図7に見るように南方系が過半数を 

示していたが，その後南方系のイセエビは下降傾向を示している。南方系にはシマイセエビ，カノコ 

イセエビ，ケブカイセエビ，ニシキエビ，ゴシキエビがある。その内，シマイセエビとカノコイセエ 

ビで90%以上を占めるが，潜水漁業で効率よく捕獲され，資源の補充が少なくなるとじり貧に追い込 

まれていくと思われる。 

 また本土産イセエビは刺網の改良で漁獲効率は上がったが，根こそぎ漁獲という弊害もある。この 

ままでは本県イセエビは減少することも考えられ，その対策が必要になってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図7．鹿児島県における本土系イセエビと南方系イセエビの漁獲比較 

（2）イセエビの幼生期回遊の長期にわたること 

 最近イセエビの産卵から稚エビになるまでの人工艀化が行われるようになり生態も明らかになって 

きたが，その期間は産卵孵化日数35～50日，その後海洋を回遊するフィロゾーマの期間が200～310日， 

ガラスエビと称されるプエルルスの期問が11～15日を要し，漸く稚エビとなって沿岸の岩礁などに着 

底する。産卵してから再び沿岸に現れるまで約1年間かかることになる。即ち黒潮に乗ってふるさと 

の海に戻るが，必ずしももとの産卵場所に戻るとは考えられない。今後一層の研究が必要である。 
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  表 4．県別イセエビの年次別推移                     単位：㌧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （3） イセエビ漁場の管理 

 イセエビの人工孵化による量産化の問題は稚エビまでの養成期間が長期にわたり，多額の経費がか 

農林水産統計 
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かり現在なお困難である。漁業者の自主的な管理に依存する必要がある。全国的に産卵期の操業禁止， 

稚エビ期および若年エビの採捕禁止，着底のため藻場環境を守ること，漁場を拡大することなどが考 

えられる。 

 （4） 海洋におけるイセエビの生態を明らかにすること 

 イセエビのフィロゾーマ期における海洋の生態，産卵場に到達するまでの海洋行動は明らかでない。 

解明のためには海洋と生物の両面からの総合的研究が必要がある。 

 県別のイセエビの生産量を見ると九州海域は減少を続け，東海，関東方面の海域では増加傾向を示 

している。イセエビの繁殖，保護については日本全体の視野で見る必要がある。 

 

4．ひらめ刺網 

 1） 沿 革 

 市来町戸崎は活きタレクチを使った延縄漁業が主であったが，1955（昭30）年ごろ古い形のひらめ 

網を導入した。1960（昭35）年にテグス網に改良された。昭和40年代（1965～1974）に至り，新漁具 

が導入されたが，まだ手動によって揚網していた。さらにネットホーラーが導入されて現在に至って 

いる。漁場が地先の共同漁業権内での磯建網，浜建網の免許漁業の共同漁業権第2種として行われる 

が，区域外の時は許可漁業で取り扱われる。 

 カレイ類は魚体が扁平で，その運動が特殊であるところから，かれい刺網は魚体を網糸に絡ませて 

捕るので，そのために縮結を多くすることと，魚体に絡まり易い性質の糸が大事であるが，最近はテ 

グス網が生まれ，絡まり効率は三重網の導入で一層良くなった。ひらめ網は戦前から北海道余市市に 

先例があるが，本県への導入は戦後である。 

 2）漁業技術の発達 

 （1） 漁具構成 

   ① 江口漁協における一枚網の例 8） 

    ア．網地の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（い）身網     （ち）浮標 

（ろ）浮子     （り）浮標綱 

（は）浮子綱    （ぬ）碇 

（に）目通し綱   （る）碇綱 

（ほ）沈子綱 

（へ）目通し綱 

（と）縁糸 

図8．一般配置図 

   イ．網地の仕様〔1反分〕 
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   ウ．綱 類 

 

 

 

 

 

 

   エ．浮子      

     合成浮子 GT-3P 長さ 9.5㎝ 計 2.5㎝ 73個 

   オ．その他は三重網を参照のこと 

  ② 江口漁協における三重網の例 9） 

   ア．漁具構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ，網地（1反の仕様） 

 

 

 

   ウ，綱類 

 

 

 

 

 

 

   エ．浮子 

   （は）合成浮子 GT-3P 長さ 9.5cｍ 経 2.5cｍ 1反当たり73個 

   オ．その他 

   （り）浮標 真珠用合成浮子1～2個目印用 

   （ぬ）浮標綱 クレモナ（まぐろ延縄）9㎜ 水深 1.5～3倍 2本 

（い）身網 

（ろ）外網     （り）浮標 

（は）浮子     （ぬ）浮標綱 

（に）浮子綱    （る）碇 

（ほ）目通し糸   （を）碇綱 

（へ）沈子綱 

（と）目通し糸 

（ち）縁糸 

図9．一般配置図 

注 沈子は沈子綱長さ lｍ当たり鉛重量 40～50ｍ
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   （る）碇 鉄製錨 7㎏ 2個 

   （を）碇綱 クレモナロープ9㎜ 2本 

 （2）漁具の仕立 

  ① 網地の仕立 

 身細長さ195ｍ網竹 40目掛を浮子綱90ｍおよび沈子綱に取り付ける。身網（目合15㎝）と外網（目 

合 65cm）の取り付けは，身網6目に対し，外網を表裏同位置結着する。 

 （浮子間 1.07ｍに，身網18～20目，外網4目に相当する） 

   ② 浮子方，沈子方の仕立て 

 

 

 

 

 

 

 

               図11．浮子，沈子取付け図 

 （3）漁 船 

 3～5㌧，30～50馬力のFRP船で，副漁具として，魚群探知機，ネットホーラー（3段），航海計 

器（ロラン，自動操舵機）を積載する。 

 （4）漁 法 

 1枚網 1篭に 3把（長さ60ｍ×3把=180ｍ）のものを，漁場での使用2篭（360ｍ） 

 3重網 1篭に 2把（長さ90ｍ×2把=180ｍ）のものを，漁場での使用2篭（360ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

図12．ヒラメ刺網操業図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13．西薩沖合の漁場許可区域（1996 年現在） 
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 （5） 漁 場 

 共同漁業権内操業，区域外は許可証に定められた区域の水深10～30ｍ 不知火海，西薩海域（江 

口，加世田が中心），鹿児島湾奥（鹿児島市沖合，湾奥），志布志湾（志布志，東串良が中心）の砂質 

の海域。 

 （6）漁期，漁獲物 

 漁 期  周年，盛漁期 12～3月 ヒラメ 4～5月 ゴチ 

 漁獲物  ヒラメ，ゴチ，カレイ，その他 

 3）今後の問題点と課題 

 （1）ヒラメ漁獲の増加 

 古くは小型底曳網の混獲物としてヒラメ類の総称で水揚げされてきたが，刺網の出現以来ヒラメの 

漁獲量が分かるようになった。その推移は表6の通りで，この網の普及によりヒラメが選択的に漁獲 

され生産量が増加してきた様子は表7から分かる。 

  表 5．刺網によるヒラメの漁獲         単位：㌧ 

 

 

 

 

 

                      農林水産統計 

  表 6．1996（平 9）年のヒラメ頼の漁獲状況              単位：㌧ 

   

 

 

 

 

 

 

 

                                   農林水産統計 

  （2）ヒラメ漁場の管理 

 漁具の開発は，資源の減少をもたらすという，生産性向上の理念とは相反する事態を生ずる。漁業 

者は計画的な管理を行い，漁業の永続性を図る必要がある。漁具統数，使用反数の制限といった面に 

加えて，最近可能になったヒラメの種苗生産を利用しての放流事業の更なる促進などといった積極的 

な取り組みもなされるべきである。 

5．沿岸刺網のまとめ 

 沿岸刺網は「放下網」といわれた江戸時代（1603～1868）から「簡易で能率的な漁具」として沿岸 

漁民に普及して，現在に至っている。資材は合成繊維化され，構造的には三重網にして対象魚類の網 

への絡みを一層増進させている。この網の永続を図るためには，対象となる魚族をいかに残すかを考 

えることが大切であろう。 

 網の構造については締結（イセ），資材と目合，余剰浮力の問題 10）などについて研究が進んでいるが， 
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今後は，稚魚が罹らない構造の網の工夫が課題となってくる。 
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